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アフターコロナを見据えたクールジャパンの再起動（知財計画2022）

〇 新型コロナの長期化を踏まえ、クールジャパン（CJ）関連分野の存続に必要な支援を着実に実施
〇 本年６月10日から外国人観光客の入国制限を見直し。来るべきインバウンドの全面再開を視野にCJ

の再起動が急務。
〇 2025年大阪・関西万博は、CJにとって絶好のチャンス

クールジャパン（CJ）を再起動する３つの手法を提示

・世界の潮流はサステナブル
・CJはサステナブルと親和性

が高い
（※おたがいさま、もったいない、三方よし）

サステナブルの視点から日本
の魅力を再発見
⇒ 世界の人から共感が得られ

るストーリーへ

サステナブルの視点からの
日本の魅力の磨き上げ

⇒ 官民連携プラットフォームを通じ、CJ関係者に働きかけを行う

CJには熱烈な外国人ファンが
存在

ファン同士のつながりでコ
ミュニティを形成
⇒ 体験・感動の共有がSNS等

で拡散
⇒ 外国人を含む他のコミュニ

ティとも「共創」

コミュニティとの共創
による海外発信

官民連携プラットフォームにお
いてCJ関係者への支援強化

 情報の相互発信・共有
 「CJプロデューサー」の機

能別再編成
 マッチングのためのオンラ

インイベント
 日本を愛する外国人の積極

活用

CJ関係者のマッチングの強化

「日本の魅力をサステナブルの視点から磨き上げ、コミュニティとの共創・関係者の
マッチングにより、積極的に世界へ発信！」

CJ＝日本の歴史、文化、伝統、自然、生活等
を母体とした、世界から見た日本の魅力
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デジタルを通じた地方のコミュニティ共創と世界への発信

①地方の担い手の一体化・総動員
②各コンテンツのファンコミュニティの共創（コラボ）
③SNS等を通じた世界への発信による輪の広がり

これまでの地方

これからの地方

コロナにより
テレワークが定着

地方の暮らしは
「クール」

世
界
の
人
が
憧
れ
る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
旅
行
目
的
地
）
に

自然

体験・遊び
CJプロ

デューサー
（仮称）

DMO
（観光地域づくり法人）

産業文化

食・食文化 体験・遊び

宿泊

デジタルの実装により繋がる

「デジタル田園都市
国家構想」の実現

＝

観光協会 自治体

SNSで世界の
コミュニティに繋がる

ex. ハッシュタグや
口コミ等の活用

日本の魅力を発信

自然
文化
産業
食

宿泊
体験
・
・
・

コミュニティがバラバラで
魅力が伝わらない



CJ関係者（強み）

CJ官民連携PFの今後の取組について

２
０
２
２
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２
０
２
１
年

日本を愛する
外国人

CJPF
サイト

➀情報の相互発信及び共有

②CJ関係者の強みと弱みの相互補完

③CJ関係者のマッチング支援

④日本を愛する外国人の積極活用

発信・共有 発信・共有

CJプロデューサーを
機能別に再編

CJ関係者（弱み）

相談・紹介 相談・紹介

相互補完

・海外マーケティング
・地域連携
・ブランド化
・デジタル技術・テクノロジー等

（注）CJライブの開催

マッチング
が発生

外国人
コミュニティ

日本コミュニティ 海外コミュニティ

情報発信

双方向の
ダイアログ

これまでの活動は、
●事務局からの一方的な情報提供が多く情報量も限られていた
●地域間や業種間等の横連携が弱かった

CJライブ参加者

今後、以下の４点に注力してＣＪ官民連携ＰＦを強化する

CJ関係者 CJ関係者

最新の情報を
投稿

著名人

イ
ベ
ン
ト
情
報
を

SN
S

等
で
発
信

世
界
へ
発
信

クールジャパン官民連携プラットフォーム（平成27年設立）

C
J
関
係
者
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